
白
石
市
図
書
館
の
開
館

大
正
３
年
～
昭
和
29
年

　

図
書
館
は
、大
正
３
（
１
９
１
４
）

年
11
月
３
日
、「
明
治
記
念
文
庫
」

と
し
て
白
石
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
在
の
白
石
第
一
小
学
校
）
内
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
（
※
１
）。

　

明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
と
明
治

14
（
１
８
８
１
）
年
に
、
２
度
の
東

北
巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

を
さ
れ
た
明
治
天
皇
の
御
聖

徳
を
記
念
す
る
永
久
事
業
と
し
て
文

庫
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
明
治

記
念
文
庫
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
「
明
治
記
念
文
庫
」
の
蔵

書
数
は
不
明
で
す
が
、構
成
は
主
に
、

３
種
類
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

１
つ
は
、
明
治
期
に
使
用
さ
れ
た

国
定
教
科
書
類
で
、
２
つ
目
は
、
白

石
小
学
校
創
立
者
の
一
人
で
も
あ
る

創
立
１
０
０
年　

白
石
市
図
書
館

飯
田
先
生
の
漢
学
を
中
心
と
す
る
蔵

書
。
そ
し
て
３
つ
目
は
、
当
時
の
学

務
委
員
で
あ
っ
た
加
藤
氏
の
亡
令
息

の
蔵
書
か
ら
「
明
治
記
念
文
庫
」
は

始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
７
月
９

日
、「
明
治
記
念
館
」
が
完
成
し
、

明
治
記
念
文
庫
は
小
学
校
の
片
隅
か

ら
独
立
し
た
建
物
に
移
り
ま
す
。

　
「
明
治
記
念
館
」
に
つ
い
て
は
、

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
発
生
し

た
第
一
小
学
校
の
火
災
な
ど
で
、
現

存
す
る
資
料
が
極
め
て
少
な
い
で

す
。記
念
館
の
建
物
は
２
階
建
て
で
、

２
階
に
は
児
童
博
物
館
、
１
階
に
は

「
明
治
記
念
文
庫
」
が
設
置
さ
れ
、

総
坪
数
が
40
坪
ほ
ど
で
し
た
。
館
長

は
、
白
石
小
学
校
の
歴
代
の
校
長
が

務
め
、
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し

た
（
※
２
）。

　

ま
た
、「
明
治
記
念
館
」
の
建
て

ら
れ
た
場
所
は
、
平
成
26
年
現
在
、

白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ア
テ
ネ
」

が
建
っ
て
い
る
部
分
（
主
に
北
側
部

分
）
に
東
側
を
向
い
て
建
立
さ
れ
た

こ
と
が
関
係
機
関
の
協
力
で
分
か
り

ま
し
た
。

　
「
明
治
記
念
館
」
が
で
き
て
二
十

余
年
。
時
代
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
、
白
石
も
戦
禍
に
巻
き
こ
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

　

昭
和
19（
１
９
４
４
）年
に
は
、「
明

治
記
念
館
」
は
玉
浦
飛
行
学
校
の
生

徒
の
駐
屯
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
図

書
館
と
し
て
の
役
割
が
封
鎖
さ
れ
ま

し
た
。

　

で
は
、
大
事
な
蔵
書
は
ど
う
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。「
明
治
記
念
文

庫
の
蔵
書
は
、
荒
縄
で
十
字
に
ゆ
わ

え
ら
れ
、
当
時
の
白
石
公
会
堂
日
本

間
に
疎
開
」
と
記
録
に
あ
り
、
戦
禍

を
免
れ
た
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
蔵
書
の
一
部
を
構
成
す
る
明

治
時
代
の
国
定
教
科
書
類
の
大
半

は
、
米
軍
司
令
部
の
命
令
に
よ
り
処

分
さ
れ
た
こ
と
が
資
料
か
ら
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
３
）。

　

終
戦
直
後
、昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
５
月
、
白
石
町
に
教
育
文
化
課
が

設
置
さ
れ
、「
明
治
記
念
館
」
の
管

理
は
白
石
町
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
、

「
明
治
記
念
館
」
は
、
再
び
図
書
館

と
し
て
の
機
能
が
封
鎖
さ
れ
ま
す
。

新
制
中
学
校
の
臨
時
教
室
と
し
て
使

用
さ
れ
、
記
念
館
２
階
の
児
童
博
物

館
は
小
学
校
内
に
、「
明
治
記
念
文

庫
」
は
公
会
堂
へ
移
さ
れ
、
終
戦
か

ら
３
年
が
経
過
し
て
も
な
お
、
混こ
ん

沌と
ん

と
し
た
時
勢
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

昭
和
28（
１
９
５
３
）年
５
月
、「
明

治
記
念
館
」
は
改
修
工
事
を
行
い
、

玄
関
は
東
側
か
ら
西
側
へ
。
こ
の
改

修
工
事
は
、
明
確
な
経
緯
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
す
で
に
児
童
博
物
館
を
小

学
校
内
に
移
管
し
て
い
る
こ
と
や
、

隣
接
す
る
公
民
館
の
玄
関
が
改
修
を

経
て
西
側（
現
在
の
旧
国
道
４
号
側
）

に
設
け
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
一
般
住
民
の
施
設
利
用
促
進
を

図
る
た
め
の
改
修
工
事
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

同
年
10
月
、
名
称
が
「
明
治
記
念

館
」
か
ら
「
白
石
町
立
図
書
館
」
に

変
わ
り
、翌
年
の
昭
和
29（
１
９
５
４
）

年
４
月
に
白
石
市
制
が
施
行
さ
れ
、

「
白
石
市
図
書
館
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。

白
石
市
図
書
館
３
度
の
移
転　

昭
和
29
年
～
49
年

　

現
存
す
る
資
料
を
た
ど
る
と
、
図

書
館
は
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年

か
ら
昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
の
20

年
間
で
、３
回
移
転
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
移
転
は
、
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
。
老
朽
化
し
た
公

立
刈
田
綜
合
病
院
の
新
築
工
事
に
伴

い
、
従
来
の
洋
風
の
建
築
物
（
明
治

15
年
築
）
を
亘
理
町
に
移
築
し
、
こ

れ
を
図
書
館
と
し
て
使
用
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
「
明
治
記
念
館
」
か
ら
旧
公
立
刈

田
綜
合
病
院
へ
の
移
転
の
様
子
は
、

当
時
の
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず

詳
細
は
不
明
で
す
。

　

移
転
直
後
の
昭
和
30（
１
９
５
５
）

年「
年
表　

白
石
市
50
年
の
あ
ゆ
み
」

に
よ
る
と
「
一
戸
一
冊
図
書
寄
贈
運

動
」
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
９
月

ま
で
３
、０
０
０
冊
が
集
ま
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
こ
ろ
は
、
職
員
が
町
内
を
リ
ヤ
カ

ー
で
回
り
、
蔵
書
を
な
ん
と
か
増
や

そ
う
と
奮
闘
し
た
そ
う
で
す
（
※

４
）。

　

２
度
目
の
移
転
は
昭
和
34

（
１
９
５
９
）
年
10
月
か
ら
翌
昭
和

35
（
１
９
６
０
）
年
１
月
に
行
わ
れ
、

白
石
市
長
町
に
あ
っ
た
白
石
警
察
署

が
、
亘
理
町
へ
の
移
転
に
伴
う
も
の

で
し
た
。
こ
の
時
は
、
残
っ
て
い
た

資
料
か
ら
、
慌
た
だ
し
い
様
子
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
※
５
）。

　

こ
の
移
転
は
、昭
和
34（
１
９
５
９
）

年
10
月
26
日
～
昭
和
35（
１
９
６
０
）

年
１
月
19
日
ま
で
を
休
館
し
、
建
物

を
解
体
せ
ず
に
東
側
に
約
50
メ
ー
ト

ル
移
動
さ
せ
る
「
引
き
屋
」
で
し
た

（
※
６
）。

　

２
度
目
の
移
転
よ
り
３
年
前
の
昭

和
31
（
１
９
５
６
）
年
１
月
に
は
、

一
般
書
と
児
童
書
の
書
架
を
分
け
て

配
置
す
る
た
め
に
、
児
童
室
が
増
築

さ
れ
ま
し
た
（
※
７
）。
移
転
直
前

の
蔵
書
冊
数
は
約
１
５
、０
０
０
冊
。

移
転
の
た
め
の
梱こ
ん

包ぽ
う

や
備
品
類
の
整

理
な
ど
、
当
時
の
図
書
館
に
と
っ
て

は
大
き
な
作
業
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、隣
接
し
て
い
た
公
民
館
は
、

白
石
警
察
署
の
移
転
に
よ
り
解
体
。

図
書
館
が
東
側
に
移
転
す
る
と
、
図

書
館
の
建
物
に
公
民
館
の
役
割
を
加

え
た
運
営
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
運

営
状
況
は
、
３
度
目
の
移
転
と
な
る

現
在
の
白
石
市
図
書
館
が
完
成
し
た

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
３
月
ま
で

続
き
ま
し
た
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
分
岐
点

昭
和
49
年
～
現
在

　

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
、
図
書

館
が
現
在
の
建
物
で
開
館
し
、
ち
ょ

う
ど
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
、
最
も
大
き
な
変
化
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
「
図
書
館

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
で
す
。

　

長
ら
く
図
書
館
の
貸
し
出
し
・
返

却
・
図
書
の
目
録
な
ど
は
す
べ
て
紙

の
カ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
カ
ー
ド
式
の
目
録
管

理
で
は
、
検
索
に
限
界
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
充

分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
１
月
10
日
、
こ
れ
ま
で
の
蔵
書
目

録
を
「
カ
ー
ド
式
」
か
ら
「
シ
ス
テ

ム
管
理
」
へ
転
換
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
管
理
の
導
入
は
、
利
用
し

た
い
図
書
の
状
況
が
瞬
時
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
こ
の
日
か

ら
格
段
に
進
み
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
に
は
、

白
石
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
、

本
市
や
宮
城
県
、
隣
接
す
る
地
域
の

図
書
を
集
約
し
た
郷
土
資
料
室
を
２

階
に
設
置
。
現
在
も
、
県
内
外
の
方

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
図
書
館

　

開
館
以
来
、
火
災
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
未み

曾ぞ

有う

の
大
災
害
と
し

て
記
憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
に

も
耐
え
た
白
石
市
図
書
館
。
先
人
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
図
書
資

料
を
守
り
、
過
去
・
現
代
・
未
来
の

時
代
を
超
え
て
多
く
の
人
た
ち
が

「
読
書
の
楽
し
さ
」
を
共
有
で
き
る

場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
本
年
11
月
３
日
で
開
館
し
て
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
年

は
白
石
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
が
、「
白
石
市
」
よ

り
も
歴
史
が
深
い
図
書
館
。
明
治
時
代
の
本
か
ら
現
代
の
本
ま
で
、
幅
広
く
蔵
書
の

あ
る
本
市
の
図
書
館
に
足
を
運
び
、
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▶�

大
正
５
年
に
独
立
し
た
建
物
と
な
っ
た

図
書
館
。
当
時
、「
明
治
記
念
館
」
と
名

付
け
ら
れ
た

問
図
書
館　

☎
２
６ｰ

３
０
０
４
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